
令和６年度成長型中小企業等研究開発支援事業 新規採択案件

■主たる研究等実施機関 ：株式会社喜多村（岐阜県）
■共同研究等実施機関：国立大学法人名古屋工業大学、学校法人中部大学
■アドバイザー：地球村研究室

住宅メーカー、土木建築会社他
■川下事業者：住宅メーカー、土木建築会社
■事業管理機関：公益財団法人岐阜県産業経済振興センター（岐阜県）
■主たる技術 ：複合・新機能材料
■研究開発概要：
温室効果ガス削減目標である２０１３年比マイナス４６％に向け、排出量の１／３

を占める建設分野での脱炭素化の取り組みが不可欠である。本研究開発では、非
焼成で製造時のエネルギー削減と、高断熱性能による使用時の省エネ効果に加え、
水平リサイクルにより環境負荷を削減する革新的な低炭素建材を開発する。またラ
イフサイクルアセスメント（ＬＣＡ）により温室効果ガス排出量を算定し川下ユーザー
に対してその効果を提供する。

計画名：ライフサイクル全体で温室効果ガス排出削減効果を有する建設
分野向け非焼成セラミックスの開発と事業化

【従来技術】
従来技術の課題・問題点に関するイメージ図

【新技術】
非焼成セラミックスのメリットの、イメージ図

高熱を使用するプロセスからのCO2発生

リサイクル不能による産廃化
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< 従来セラミックス>

成形
高温焼成

製品
1400-1500℃

CO2発生820 kg/t

産業廃棄物

CO2発生540 kg/t

<非焼成セラミックス>
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起泡剤添加 発泡体成形 断熱材製品

廃棄品
省エネルギーな
水平リサイクル
により廃棄物無

ポイントソース

CO2源のため、
再エネ化が容易
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